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論文審査の結果の要旨 

 

１．研究目的の評価 

 本研究は、新興感染症である重症熱性血小板減少症候群（SFTS）の症例

と疫学調査をもとに病態や臨床的背景の解明を目指したもので、目的は十

分に妥当である。 

 

２．研究手法に関する評価 

 症例数の少ない SFTS に関して、臨床所見や血中サイトカイン濃度など

の経過から病態解明に取り組むとともに、臨床的背景が明らかになってい

ない SFTS の拡がりを解明するため、マダニと接触する危険性の高い集団

に対して抗体検査を実施することで、不顕性感染に関する疫学的調査を行

っており、研究手法としても妥当である。 

 

３．解析・考察の評価 

 SFTSの病態や他の疾患との鑑別点、予後予測因子等の一端が明らかにさ

れ、SFTSに対する今後の診療に資する重要な知見が示された。また、SFTS

の不顕性感染が低頻度であるという臨床的背景が明らかにされたことで、

SFTS の実態解明へつながる可能性が示唆された。今後、SFTS の感染防止

や予後改善に向けた研究の進展が期待される。 

 

以上のように本論文は SFTS 研究に貢献するところが大であり、審査委

員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 

 


